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三
十
議
案
を
原
案
可
決

　

十
二
月
定
例
会
は
十
二
月
二
日
に
開
会
し
、
冒
頭
に
十
一
月
臨
時
会
で
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
決
算
、
特
別
会
計
決
算
四
件

を
認
定
し
た
ほ
か
、
市
長
提
出
議
案
十
七
件
、
議
員
提
出
議
案
八
件
、
陳
情
十
一
件
を

審
議
し
、
二
十
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
・
第
四
号
）
は
、

二
十
日
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
結
果
、一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
十
一
億
二

千
九
百
七
万
六
千
円
を
追
加
し
て
、

総
額
三
百
十
七
億
四
千
六
百
八
十

万
千
円
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

第
三
号
補
正
予
算
は
、
総
務
費

三
千
五
十
一
万
五
千
円
、
民
生
費

五
千
二
百
十
六
万
円
、
土
木
費
三
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一
般
会
計
補
正
予
算

千
百
十
九
万
六
千
円
、
教
育
費
七

百
八
十
万
三
千
円
な
ど
で
、
こ
の

主
な
事
業
は
、
市
立
入
谷
プ
ー
ル

用
地
取
得
に
伴
う
土
地
交
換
差
額

金
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児
童

手
当
支
給
事
業
費
、
目
久
尻
川
橋

り
ょ
う
架
替
事
業
費
、
相
模
川
河

川
環
境
整
備
用
地
取
得
事
業
費
、

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業
費
、

外
国
人
子
女
日
本
語
指
導
等
協
力

者
派
遣
事
業
費
、
要
保
護
及
び
準

要
保
護
児
童
・
生
徒
援
助
事
業
費
、

部
活
動
指
導
者
の
充
実
を
図
る
た

め
の
指
導
者
派
遣
事
業
費
、
社
会

　

二
日
の
本
会
議
で
平
成
十
三
年

度
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
、
老
人
保
健
特
別
会

計
、公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

１２月定例会

　

教
育
長
に

　
　

金
子
功
雄
氏
が
再
任

　

二
十
日
の
本
会
議
に
、
教
育
委

員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
金

子
功
雄
氏
（
五
十
九
歳
）
を
任
命

し
た
い
と
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
任
命
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

本
会
議
で
同
意
さ
れ
た
の
を
受

け
て
、
二
十
一
日
の
教
育
委
員
会

臨
時
会
に
お
い
て
、
教
育
長
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
金
子
氏

は
三
期
目
で
任
期
は
平
成
十
八
年

十
二
月
二
十
日
ま
で
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
各
決

算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
決
算
は
、
十
一
月
臨

時
会
で
上
程
さ
れ
、
議
会
で
の
認

教
育
活
動
事
業
の
推
進
に
伴
う
ざ

ま
サ
イ
エ
ン
ス
カ
ー
ニ
バ
ル
開
催

事
業
費
な
ど
で
す
。

　

第
四
号
補
正
予
算
は
、
市
議
会

議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期

末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
、
常
勤
特
別
職
職
員
及
び
市
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
よ
る
期
末
手
当
等
の
支
給

割
合
の
削
減
等
に
よ
り
人
件
費
関

連
経
費
の
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
に
健
全
な
財
政
運
営
及

び
財
源
の
調
整
を
図
る
た
め
に
財

政
調
整
基
金
積
立
金
、
債
務
の
早

期
解
消
を
図
る
た
め
に
、
緑
ケ
丘

土
地
区
画
整
理
地
内
保
留
地
の
一

部
取
得
事
業
な
ど
で
す
。　
　

　

議
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委

員
会
に
付
託
し
精
査
を
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
各
委
員
会
と

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
本
会

議
に
お
き
ま
し
て
も
、
各
委
員
長

報
告
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
・
公
共
下

水
道
事
業
・
老
人
保
健
・
介
護
保

険
事
業
、
以
上
の
特
別
会
計
補
正

予
算
と
、
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

定
を
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、

各
々
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託

し
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

予
算
を
議
決
し
た
趣
旨
と
目
的
に

し
た
が
っ
て
適
法
適
正
に
、
そ
し

て
効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
の
か
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
行
政

効
果
が
発
揮
さ
れ
、
今
後
の
行
財

政
運
営
に
お
い
て
の
改
善
工
夫
が

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
審
査
し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
社

会
・
経
済
情
勢
か
ら
、
市
税
収
入

が
減
少
傾
向
に
あ
る
厳
し
い
状
況

の
中
で
収
納
向
上
に
努
力
さ
れ
、

特
に
単
年
度
財
政
力
指
数
が
〇
･

〇
二
八
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
た
こ

と
は
、
評
価
で
き
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
的
確
な
対
応
を
さ
れ
、

後
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た
事
務
事

業
の
着
実
な
る
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
市
政
三
十
周
年
記
念
に
伴

う
各
種
事
業
が
多
く
の
市
民
参
加

に
よ
り
開
催
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
の
会
計

も
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
決
算
状
況
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

平
成
十
三
年
度

各
会
計
決
算
を
認
定

行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正

電
子
自
治
体
実
現
に
向
け
て

　

二
十
日
の
本
会
議
で
「
行
政
組

織
条
例
」
の
改
正
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
本
市
を
含

む
県
内
各
市
町
村
と
県
と
で
神
奈

川
県
市
町
村
電
子
自
治
体
共
同
運

営
検
討
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、
電

子
自
治
体
の
共
同
運
営
に
つ
い
て
、

シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
運
用
に
関

す
る
協
議
を
進
め
電
子
自
治
体
の

実
現
を
目
指
し
、
行
政
組
織
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
現
在
の
本

市
の
情
報
シ
ス
テ
ム
関
連
部
課
が

二
部
三
課
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、

現
状
の
体
制
で
は
効
率
的
、
合
理

的
、
総
合
的
な
取
り
組
み
が
し
に

く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。よ
っ
て
、

情
報
シ
ス
テ
ム
関
連
の
事
務
を
一

元
的
に
集
約
し
、
よ
り
効
率
的
に

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
を
図
る
な
ど
、
時

代
の
要
請
に
応
え
る
組
織
と
す
る

も
の
で
す
。

　

審
査
過
程
で
は
、
今
後
の
取
組

み
状
況
や
、
方
向
性
に
つ
い
て
積

極
的
な
質
疑
・
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
採
決
の
結
果
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
条
例
は
平
成
十
五
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

平成１３年度各会計決算状況
（単位：円）

差引残高
（Ａ－Ｂ）

支出済額
（Ｂ）

収入済額
（Ａ）

１，６１７，７３４，７９３２９，８７５，７５２，７７３３１，４９３，４８７，５６６３１，２３１，２１３，０００一　般　会　計

６７１，７６８，６４２２０，７８４，５８２，５２２２１，４５６，３５１，１６４２１，４６２，１８３，０００特　別　会　計

２８９，８２１，７９５８，３１１，１８５，４４６８，６０１，００７，２４１８，３９８，９３５，０００国民健康保険事業

内　
　

訳

６０，６３４，５５３５，７５５，５３８，５３４５，８１６，１７３，０８７６，００８，５７７，０００老 人 保 健

２００，５５４，２９７４，１８８，４５５，８０３４，３８９，０１０，１００４，３９０，１９２，０００公共下水道事業

１２０，７５７，９９７２，５２９，４０２，７３９２，６５０，１６０，７３６２，６６４，４７９，０００介 護 保 険 事 業

２，２８９，５０３，４３５５０，６６０，３３５，２９５５２，９４９，８３８，７３０５２，６９３，３９６，０００合　　　　　計

な
ど


